これら を 合せれば どうにか 家計 を 営 める と 思 ひ、 前 

から 結婚す る 害だった 友 だち の 姪と 結婚した。 僕の 

したん ふる づく «s いは 

紫檀の 古 机 は その 時 夏 目先 生の 奥さんに 祝って 頂い 

たもので ある。 机の 寸法 は竪 三尺、 横 四 尺、 高さ 一尺 

五寸 位で あらう。 木の 枯れて ゐ なかった せゐ か、 今で 

は 板の 合せ 目な どに 多少の 狂 ひ を 生じて ゐる。 しかし 

もう、 かれこれ 十 年 近く、 いつも この 机に 向って ゐる 

こと を 思 ふと、 さすがに 愛惜の ない 訣 でもない。 

けんび やう 

一 一 硯屛 



ぎょい いま こうく わい 

ある。 しかし 御意 通りに 買った こと を 未だに 後悔し 

てゐな いのは 室 生の ために も 僕の ために も 兎に角 

き ん くわ い ほか 

欣懐と いふ 外 はない。 

むろ ふさいせ い 

この 文中に 室 生と いふの はもち ろん 室 生 犀 星 君で あ 

る。 硯屛 はたし か 十五 円だった。 

なつめ せんちゃ ちゃみ 

夏 目先 生 はべ ン 皿の 代りに 煎茶の 茶 箕を使 つ てゐら 

さゥ そく ち *i 

れた。 僕 は 早速 その 智慧 を 学んで、 僕の 家に 伝 はった 

紫檀の 茶 箕をぺ ン皿 にした。 (先生の ぺ ン皿は 竹 だ つ 



かう い いもうとむこ さいきい へ^ 

た。) これ は 香以の 妹婿に 当たる 細 木 伊兵衛の つく 

すが とらを 

つた ものである。 僕 は 鎌 倉に 住んで ゐた 頃、 菅 虎雄 先 

ちゃみ 

生に 字 を 書いて 頂き この 茶箕 の 窪んだ 中へ 

もとこれ さんちう の ひと とくこと を あいす さんちう の わ きざ 

「本是 山中 人 愛 説 山中 話」 と 刻ませる ことにし 

そと しろうと 

た。 茶箕の 外に は 伊兵衛 自身が いかにも 素人の 手に 成 

きざ 

つたら しい 岩 や 水 を 刻んで ゐる。 とい ふと 風流に 聞え 

ぷ しゃう ほこり 

るか も 知れない。 が、 生来の 無精の ために 埃 や イン 

クに まみれた まま、 時には 「本是 山中 人」 さへ 逆さま 

にな つて ゐ るので ある。 



小さい 長火鉢 を 買 つ た の もや はり 僕 の 結婚した 時 で 

ひきだし ぐ あ ひ 

ある。 これ はたった 五 円だった。 しかし 抽斗の 具合な 

ど は 値段よりも 上等に 出来 上って ゐる。 僕 は 当時 鎌 倉 

の 辻と いふ 処に 住んで ゐた。 借家 は 或 実業家の 別荘の 

ばせ う のき さへ ぎ 

中に 建って ゐ たから、 芭蕉が 軒 を 遮 つたり、 広い 池が 

ぞんぐ わい すま ひ 

見渡せたり、 存外 居心地のよい 住居だった。 が、 八 畳 

ふた ま ひとま ゆどの 

二 間、 六 畳 一間、 四畳半 二 間、 それに 湯殿 や 台所が あ 

つても、 家賃 は 十八 円 を 越えた ことはなかった。 僕ら 

はかう いふ 四畳半の 一 間に この 小さい 長火鉢 を据 ゑ、 

太！^ 無事 に 暮らして ゐた。 あの 借家 も 今では 震災の た 



めに 跡 かたち も なくなって ゐる ことで あらう。 

(大正 十四 年 十二月) 
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